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(57)【要約】
【課題】
【解決手段】生体信号を利用する携帯デバイスアプリケ
ーションのための技術が開示されている。いくつかの実
施形態において、生体信号を利用する携帯デバイスアプ
リケーションのためのシステムは、１つの生体信号セン
サ（例えば、バイオセンサ）または複数のバイオセンサ
（例えば、ＥＥＧ検出用の複数のバイオセンサ、または
、異なるタイプの生体信号を各々が検出できる複数のバ
イオセンサ）と、生体信号処理ユニットと、携帯デバイ
スと、様々な用途（例えば、実用用途、娯楽用途、ソー
シャルネットワーク用途、および／または、その他の用
途）に生体信号情報を利用するソフトウェアアプリケー
ションとを備える。
【選択図】図１
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　生体信号を利用する携帯デバイスアプリケーションのためのシステムであって、
　プロセッサであって、
　　処理された生体信号を受信し、
　　前記生体信号を用いてアプリケーションを実行するよう構成されたプロセッサと、
　前記プロセッサに接続され、前記プロセッサに命令を供給するよう構成されたメモリと
を備えるシステム。
【請求項２】
　請求項１に記載のシステムであって、前記プロセッサは、さらに、
　格納するためにサーバに前記生体信号を送信するよう構成されているシステム。
【請求項３】
　請求項１に記載のシステムであって、前記プロセッサは、さらに、
　処理するためにサーバに前記生体信号を送信するよう構成されているシステム。
【請求項４】
　請求項１に記載のシステムであって、前記プロセッサは、さらに、
　バイオセンサから受信した生体信号を処理するよう構成されているシステム。
【請求項５】
　請求項１に記載のシステムであって、さらに、
　心電図（ＥＣＧ）センサを備えるシステム。
【請求項６】
　請求項１に記載のシステムであって、さらに、
　脳波（ＥＥＧ）センサを備えるシステム。
【請求項７】
　請求項１に記載のシステムであって、さらに、
　筋電図（ＥＭＧ）センサを備えるシステム。
【請求項８】
　請求項１に記載のシステムであって、さらに、
　眼電図（ＥＯＧ）センサを備えるシステム。
【請求項９】
　請求項１に記載のシステムであって、さらに、
電気皮膚反応（ＧＳＲ）センサを備えるシステム。
【請求項１０】
　請求項１に記載のシステムであって、前記プロセッサは、さらに、
　前記処理された生体信号を用いて動的地図アプリケーションを実行するよう構成されて
いるシステム。
【請求項１１】
　請求項１に記載のシステムであって、前記プロセッサは、さらに、
　前記処理された生体信号を用いて動的音楽アプリケーションを実行するよう構成されて
いるシステム。
【請求項１２】
　請求項１に記載のシステムであって、前記プロセッサは、さらに、
　前記処理された生体信号を用いてアプリケーションを実行するよう構成され、
　前記アプリケーションは、第１のユーザに関する前記処理された生体信号を第２のユー
ザと共有することを含むシステム。
【請求項１３】
　請求項１に記載のシステムであって、前記プロセッサは、さらに、
　第１のユーザに関する前記処理された生体信号が閾値を超えるか否かを判定し、
　前記処理された生体信号が前記閾値を超えた場合に、前記第１のユーザおよび／または
第２のユーザに通知するよう構成され、
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　前記第２のユーザは前記第１のユーザに関係のあるユーザであるシステム。
【請求項１４】
　請求項１に記載のシステムであって、前記プロセッサは、さらに、
　前記処理された生体信号が第１のユーザに関連していることを確認するよう構成され、
　前記第１のユーザは、携帯デバイスの認定ユーザであるシステム。
【請求項１５】
　生体信号を利用する携帯デバイスアプリケーションのための方法であって、
　処理された生体信号を受信する工程と、
　前記生体信号を用いてアプリケーションを実行する工程と
を備える方法。
【請求項１６】
　請求項１５に記載の方法であって、さらに、
　前記処理された生体信号を用いて動的地図アプリケーションを実行する工程を備える方
法。
【請求項１７】
　請求項１５に記載の方法であって、さらに、
　前記処理された生体信号を用いて動的音楽アプリケーションを実行する工程を備える方
法。
【請求項１８】
　請求項１５に記載の方法であって、さらに、
　前記処理された生体信号を用いてアプリケーションを実行する工程を備え、
　前記アプリケーションは、第１のユーザに関する前記処理された生体信号を第２のユー
ザと共有することを含む方法。
【請求項１９】
　生体信号を利用する携帯デバイスアプリケーションのためのコンピュータプログラム製
品であって、前記コンピュータプログラム製品は、有形のコンピュータ読み取り可能な記
憶媒体内に具現化され、
　処理された生体信号を受信するためのコンピュータ命令と、
　前記生体信号を用いてアプリケーションを実行するためのコンピュータ命令と
を備えるコンピュータプログラム製品。
【請求項２０】
　請求項１９に記載のコンピュータプログラム製品であって、さらに、
　前記処理された生体信号を用いてアプリケーションを実行するためのコンピュータ命令
を備え、
　前記アプリケーションは、第１のユーザに関する前記処理された生体信号を第２のユー
ザと共有することを含むコンピュータプログラム製品。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
他の出願の相互参照
　本願は、２０１１年５月１６日出願の米国仮特許出願第６１／４８６，６４９号（代理
人整理番号ＮＥＵＲＰ０１６＋）「ＢＩＯ　ＳＩＧＮＡＬ　ＢＡＳＥＤ　ＭＯＢＩＬＥ　
ＤＥＶＩＣＥ　ＡＰＰＬＩＣＡＴＩＯＮＳ」の優先権を主張する。この出願は、参照によ
り全ての目的のために本明細書に組み込まれる。
【背景技術】
【０００２】
　世界中のスマートフォンおよびその他の携帯デバイスの数は、２０１３年には１０億を
超えると予測されている。スマートフォンおよび携帯デバイスには、音声、写真、ビデオ
、加速度／速度、方位、および、位置／ＧＰＳを取得できるセンサなど、複数のセンサが
ますます備えられている。かかるデバイスの処理能力およびセンサ機能の増大により、こ
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の情報を様々な目的に利用できるアプリケーションのためのリッチなプラットフォームが
提供される。例えば、実用的／生産的な用途および娯楽の用途のためにかかるオーディオ
、ビデオ、および／または、位置機能を利用するアプリケーションが存在する。
【図面の簡単な説明】
【０００３】
　以下の詳細な説明と添付の図面において、本発明の様々な実施形態を開示する。
【０００４】
【図１】いくつかの実施形態に従って、デバイスまたはデバイス上で実行されるアプリケ
ーションによる生体信号データの取得および利用を示す機能図。
【０００５】
【図２】いくつかの実施形態に従って、生体信号データを用いて地理的領域内のソーシャ
ル「ホットスポット」を表示する動的地図アプリケーションを示す図。
【０００６】
【図３】いくつかの実施形態に従って、ユーザの脈拍を検知して状況に合った音楽を開始
する動的音楽アプリケーションを示す図。
【０００７】
【図４】いくつかの実施形態に従って、携帯デバイス通信の受信側が着信音（例えば、ま
たはその他の呼び出し信号）としてユーザの心拍を用いることを可能にする動的ソーシャ
ルアプリケーションを示す図。
【０００８】
【図５】いくつかの実施形態に従って、生体信号データを用いるアプリケーションのフロ
ーチャートを示す図。
【０００９】
【図６】いくつかの実施形態に従って、生体信号データを用いるアプリケーションの別の
フローチャートを示す図。
【００１０】
【図７】いくつかの実施形態に従って、複数のユーザ由来の生体信号データを用いるアプ
リケーションのフローチャートを示す図。
【発明を実施するための形態】
【００１１】
　本発明は、処理、装置、システム、物質の組成、コンピュータ読み取り可能な格納媒体
上に具現化されたコンピュータプログラム製品、および／または、プロセッサ（プロセッ
サに接続されたメモリに格納および／またはそのメモリによって提供される命令を実行す
るよう構成されたプロセッサ）を含め、様々な形態で実装されうる。本明細書では、これ
らの実装または本発明が取りうる任意の他の形態を、技術と呼ぶ。一般に、開示された処
理の工程の順序は、本発明の範囲内で変更されてもよい。特に言及しない限り、タスクを
実行するよう構成されるものとして記載されたプロセッサまたはメモリなどの構成要素は
、ある時間にタスクを実行するよう一時的に構成された一般的な構成要素として、または
、タスクを実行するよう製造された特定の構成要素として実装されてよい。本明細書で用
いられているように、「プロセッサ」という用語は、１または複数のデバイス、回路、お
よび／または、コンピュータプログラム命令などのデータを処理するよう構成された処理
コアを指すものとする。
【００１２】
　以下では、本発明の原理を示す図面を参照しつつ、本発明の１または複数の実施形態の
詳細な説明を行う。本発明は、かかる実施形態に関連して説明されているが、どの実施形
態にも限定されない。本発明の範囲は、特許請求の範囲によってのみ限定されるものであ
り、多くの代替物、変形物、および、等価物を含む。以下の説明では、本発明の完全な理
解を提供するために、多くの具体的な詳細事項が記載されている。これらの詳細事項は、
例示を目的としたものであり、本発明は、これらの具体的な詳細事項の一部または全てが
なくとも特許請求の範囲に従って実施可能である。簡単のために、本発明に関連する技術
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分野で周知の技術事項については、本発明が必要以上にわかりにくくならないように、詳
細には説明していない。
【００１３】
　スマートフォンおよび携帯デバイスには、音声、写真、ビデオ、加速度／速度、方位、
および、位置／ＧＰＳを取得できるセンサなど、複数のセンサがますます備えられている
。かかるデバイスの処理能力およびセンサ機能の増大により、この情報を様々な目的に利
用できるアプリケーションのためのリッチなプラットフォームが提供される。例えば、実
用的／生産的な用途および娯楽の用途のためにかかるオーディオ、ビデオ、および／また
は、位置機能を利用するアプリケーションが存在する。
【００１４】
　様々なスマートフォンおよび携帯デバイスが、それら自身の状態および周囲の世界に関
する情報（例えば、位置、ネットワークの接続性／利用可能性の状態、他のデバイスへの
近さ、および／または、様々な他の情報）の検出に対応しているが、人間のユーザの身体
的、生理的、および／または、心理的な状態を検出して応答する機能は、限定されている
か、または、存在しない。携帯デバイスは、一般に、デバイスの挙動を通知して修正する
ために利用できるタイプのバイオセンサ、制御メカニズムとして機能しうるタイプのバイ
オセンサ、または、アプリケーションで利用するためにデータを提供できるタイプのバイ
オセンサを全く持たない。スマートフォンおよびその他の高度な携帯電子機器は、空間内
での位置および周囲の環境を検知する機能が大幅に向上しているが、依然として、ユーザ
の身体的、生理的、および／または、心理的な状態を検知することはない。これは、高度
なユーザアウェア（ユーザを意識した）インターフェースおよびアプリケーションを開発
する際の障壁となる。
【００１５】
　必要とされているのは、人間のユーザの様々な身体的、生理的、および、心理的な状態
を検出して応答するようなデバイスのための技術である。したがって、様々な生体信号ベ
ースの携帯デバイスアプリケーションを提供するための技術を開示する。いくつかの実施
形態において、携帯デバイスは、スマートフォンおよびその他のタイプの携帯電話／デバ
イス、タブレット型コンピュータ、ラップトップ型コンピュータ、ＧＰＳデバイス、ポー
タブルデジタル音楽／ビデオデバイス、ポータブルゲームデバイス、ならびに、その他の
タイプの携帯型／ポータブルコンピュータデバイスを含んでおり、一般に、本明細書では
これらを携帯デバイスと呼ぶこととする。いくつかの実施形態において、携帯デバイスは
、心電図（ＥＣＧ）、脳波（ＥＥＧ）、筋電図（ＥＭＧ）、眼電図（ＥＯＧ）、電気皮膚
反応（ＧＳＲ）、体温、心拍数／脈拍数、および、その他の生体信号など、ユーザの様々
な生体信号を検出できる様々なセンサ機能／単一のセンサ機能を備える。
【００１６】
　様々な生体信号の検出および監視に基づいて携帯デバイスのための改良インターフェー
スを利用する様々な新規かつ革新的なアプリケーションを提供することができる。例えば
、携帯デバイスの機能豊富な環境にバイオセンサを統合することにより、携帯デバイスに
よってすでに収集された音声、マルチメディア、位置、および／または、移動のデータと
組み合わせて、バイオセンサによって集められたユーザの生理的データを利用することで
、高度なユーザアウェアインターフェースおよび革新的なアプリケーションのための新た
なプラットフォームを提供する。
【００１７】
　いくつかの実施形態において、携帯デバイスは、ＥＣＧ、ＥＥＧ、ＥＭＧ、ＥＯＧ、Ｇ
ＳＲ、体温、および、心拍数／脈拍数の内の１または複数を検出／監視するための生体信
号センサなど、生体信号を検出することができる様々なバイオセンサ（例えば、生体信号
センサ）を備える。例えば、ユーザは、特定の機能のための生体信号センサと相互作用す
るか、センサに特定の生体信号情報をパッシブに検出／監視させるかを、能動的に選択す
ることができる。この情報は、デバイス自体に格納されてもよいし、直接的な接続を通し
て他のデバイスと共有されてもよいし、ネットワーク通信を介してリモートのデバイスま
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たはサービス／アプリケーションに伝達されてもよい。アプリケーションは、特定の機能
を実行するためにこの情報を利用することができる。
【００１８】
　いくつかの実施形態において、生体信号を利用する携帯デバイスアプリケーションのた
めのシステムは、１つの生体信号センサ（例えば、バイオセンサ）または複数のバイオセ
ンサ（例えば、ＥＥＧ検出用の複数のバイオセンサ、または、異なるタイプの生体信号を
各々が検出できる複数のバイオセンサ）と、生体信号処理ユニットと、携帯デバイスと、
様々な用途（例えば、実用用途、娯楽用途、ソーシャルネットワーク用途、および／また
は、その他の用途）に生体信号情報を利用するソフトウェアアプリケーションとを備える
。バイオセンサおよび生体信号ユニットは、携帯デバイスの構造内に統合されてよいが、
その他の構成も可能である。いくつかの実施形態において、生体信号ユニットは、特定用
途向け集積回路（ＡＳＩＣ）またはフィールド・プログラマブル・ゲート・アレイ（ＦＰ
ＧＡ）など、特定の用途のために構成または設計された集積回路に実装される。いくつか
の実施形態において、生体信号ユニットは、携帯デバイスの汎用プロセッサ上で実行され
るソフトウェアエンジンとして実装される。
【００１９】
　例えば、ユーザは、情報収集を開始するための特定の構成でバイオセンサを起動するこ
とができる。ユーザがバイオセンサをいつどのように起動するのかは、具体的なセンサ構
成、および、収集されるデータの種類に依存しうる。例えば、ＥＣＧおよび心拍数のデー
タを収集するユーザは、両手でいくつかの乾式センサに触れることが必要な場合もあるし
、単に胸の近くにセンサを配置するだけでＥＣＧおよび心拍数のデータを収集できる容量
センサ（例えば、非接触センサ）を用いることもできるし、オキシメトリセンサを用いて
指先で心拍数を測定することもできる。収集された情報の利用方法、ユーザが情報と相互
作用する方法、および、体験の内容は、一般に、ユーザが携帯デバイスで実行するアプリ
ケーションの本質に依存する。
【００２０】
　図１は、いくつかの実施形態に従って、デバイスまたはデバイス上で実行されるアプリ
ケーションによる生体信号データの取得および利用を示す機能図である。図に示すように
、バイオセンサ１０１は、生体信号を検出し、検出した生体信号データを収集し、携帯デ
バイス１０３と通信する生体信号処理ユニット１０２に、検出した生体信号データを送信
する。例えば、バイオセンサ１０１および生体信号処理ユニット１０２は、携帯デバイス
１０３内に一体化されてもよいし、携帯デバイスの保護ケース、無線ヘッドセット、また
は、様々な他のフォームファクタなど、有線または無線で取り付けられたアクセサリとし
て提供されてもよい。また、図に示すように、携帯デバイス１０３は、アプリケーション
１０４に生体信号データを伝達する。例えば、アプリケーションは、リアルタイムで所望
の特徴についての生体信号データを利用する、ローカルに情報を格納する、ならびに／も
しくは、クラウドベースのアプリケーションまたはクラウドサービス用のものなど、オン
ラインサーバまたはその他のリモートストレージデバイス１０５（アプリケーションはそ
こからデータを引き出すことができる）と情報をやり取りすることができる。格納された
データは、単一のユーザの生体信号情報、または、数人の異なるユーザについて集約した
生体信号情報を含みうる。アプリケーションは、それら独自のユーザ基盤と共に用いるた
めに独自のデータアーカイブを形成することができ、また、すべての生体信号データが、
中央のデータ格納場所／サービスにアーカイブされてもよい。例えば、アプリケーション
は、携帯デバイスの汎用プロセッサ上でローカルに実行されるソフトウェアアプリケーシ
ョン、別のデバイス上で実行されるソフトウェア／ファームウェア、または、ウェブベー
スサービス（例えば、生体信号の検出および解釈などに基づいてローカルに処理された情
報を、ソーシャルネットワークサービスおよび／または任意の他のリモート／ウェブベー
スのアプリケーション／サービス機能などのリモート／ウェブベースのアプリケーション
／サービス機能で利用することができる）であってよい。
【００２１】
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　図２は、いくつかの実施形態に従って、生体信号データを用いて地理的領域内のソーシ
ャル「ホットスポット」を表示する動的地図アプリケーションを示す図である。具体的に
は、図２は、生体信号データ（例えば、ＥＣＧ、ＥＥＧ、ＥＭＧ、ＥＯＧ、ＧＳＲ、体温
、および／または、心拍数／脈拍数のデータ）をＧＰＳ座標と併せて用いて、地理に対す
る生理的状況を提供する動的地図アプリケーションを示している。例えば、ユーザは、ユ
ーザの手２０１を通して、携帯デバイス２０２上のバイオセンサと相互作用することがで
き、携帯デバイス２０２は、脈拍数および心拍数の情報など、様々なバイオセンサを通し
て検知された様々な生体信号を収集できる。次いで、ユーザの検出された生体信号データ
は、地図アプリケーションの中央アーカイブ２０３に送信され、そこでは、１または複数
のユーザからの生体信号データが集約され、位置ごとに整理される。例えば、この収集お
よび集約された様々なユーザの生体信号情報は、ユーザの選択した位置２０４の地図と重
ね合わせてディスプレイに表示されうる。位置情報と、様々な生体信号センサが検出した
情報とを併用して、様々なアプリケーションを提供できる。
【００２２】
　例えば、動的地図アプリケーションは、検出されたユーザの心拍数が全体的に高い特定
の地点から全体的に低い特定の地点までを地図上に表示することが可能であり、それによ
り、検出された心拍数に基づいて地理的領域ごとに、各領域の興奮度についての主観的状
況またはソーシャル「ホットスポット」を提供することができる。
【００２３】
　別の例として、ＧＰＳ座標および／または様々な他のセンサ検知データ（例えば、画像
、ビデオ、および／または、音声データ）と共にＥＣＧデータを用いて、ユーザの地理的
環境に生理的状況を提供する動的地図アプリケーションが提供されうる。ユーザは、両手
２０１で携帯デバイス２０２上のいくつかのＥＣＧセンサと相互作用することで、脈拍数
および心拍数など生体信号情報の収集を開始することができる。次いで、それらのＥＣＧ
データは、動的地図アプリケーションの中央アーカイブ２０３に送信され、そこでは、１
または複数のユーザからのＥＣＧデータが集約され、位置ごとに整理される。ユーザの選
択した位置２０４の地図と重ね合わせて、この情報をディスプレイに表示することで、ユ
ーザの心拍数が全体的に高い特定の地点から全体的に低い特定の地点までを表示すること
が可能であり、それにより、各領域での興奮度についての主観的状況を提供できる。
【００２４】
　さらに別の例として、ＧＰＳ座標および／または様々な他のセンサ検知データ（例えば
、画像、ビデオ、および／または、音声データ）と共にＥＭＧデータを用いて、ユーザの
地理的環境に生理的状況を提供する動的地図アプリケーションが提供されうる。ユーザは
、両手２０１で携帯デバイス２０２上のいくつかのＥＭＧセンサと相互作用することで、
筋肉運動情報など生体信号情報の収集を開始することができる。次いで、それらのＥＭＧ
データは、動的地図アプリケーションの中央アーカイブ２０３に送信され、そこでは、１
または複数のユーザからのＥＭＧデータが集約され、位置ごとに整理される。ユーザの選
択した位置２０４の地図と重ね合わせて、この情報をディスプレイに表示することで、ユ
ーザの運動が全体的に高い特定の地点から全体的に低い特定の地点までを表示することが
可能であり、それにより、各領域での身体活動レベルについての主観的状況を提供できる
。
【００２５】
　さらに別の例として、ＧＰＳ座標および／または様々な他のセンサ検知データ（例えば
、画像、ビデオ、および／または、音声）と共にＥＥＧデータを用いて、ユーザの地理的
環境に生理的状況を提供する動的地図アプリケーションが提供されうる。ユーザは、内蔵
ＥＥＧセンサがユーザの頭部と接触しうるようにユーザの頭部に接触させて携帯デバイス
２０２を保持することで、または、携帯デバイス２０２と通信すると共に、例えば、ユー
ザの頭部に接触しうるいくつかのＥＥＧセンサを備えたヘッドセットを着用することで、
ＥＥＧ信号データの収集を開始することができる。次いで、それらのＥＥＧデータは、動
的地図アプリケーションの中央アーカイブ２０３に送信され、そこでは、１または複数の
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ユーザからのＥＥＧデータが集約され、位置ごとに整理される。ＥＥＧデータは、Ｎｅｕ
ｒｏＳｋｙ社出願の米国特許出願公開第２００８／０１７７１９７号「Ｍｅｔｈｏｄ　ａ
ｎｄ　Ａｐｐａｒａｔｕｓ　ｆｏｒ　Ｑｕａｎｔｉｔａｔｉｖｅｌｙ　Ｅｖａｌｕａｔｉ
ｎｇ　Ｍｅｎｔａｌ　Ｓｔａｔｅｓ　Ｂａｓｅｄ　ｏｎ　Ｂｒａｉｎ　Ｗａｖｅ　Ｓｉｇ
ｎａｌ　Ｐｒｏｃｅｓｓｉｎｇ　Ｓｙｓｔｅｍ」に記載されたような技術など様々な技術
を用いてユーザの集中またはその他の精神状態（例えば、リラックス、不安、眠気、およ
び／または、睡眠）を評価するために処理されうる。ユーザの選択した位置２０４の地図
と重ね合わせて、この情報をディスプレイに表示することで、ユーザの集中が全体的に高
い特定の地点から全体的に低い特定の地点までを表示することが可能であり、それにより
、各領域での関心レベルについての主観的状況を提供できる。
【００２６】
　さらに別の例として、様々な組み合わせのバイオセンサを、ＧＰＳ座標および／または
様々な他のセンサ検知データ（例えば、画像、ビデオ、および／または、音声）と共に提
供することで、ユーザの地理的環境に生理的状況を提供し、様々なバイオセンサから入力
された様々な組み合わせの生体信号を用いて、上述したのと同様の様々な機能および特徴
ならびに／もしくは新たな機能または特徴を提供することができる。
【００２７】
　図３は、いくつかの実施形態に従って、ユーザの脈拍を検知して状況に合った音楽を開
始する動的音楽アプリケーションを示す。具体的には、図３は、例えば、身体活動中に活
動（例えば、サイクリング、ランニング、もしくは、別の活動または運動）に応じて主観
的または客観的な最適心拍数にユーザを向かわせるように、携帯音楽デバイス３０２を保
持するユーザの両手３０１を通して検知されたユーザの心拍数に応答する動的音楽アプリ
ケーション３０３を示す。例えば、活動中にユーザを刺激する歌、または、リラックスさ
せて落ち着かせる歌が、ユーザによって予め選択されてもよいし、他のユーザデータに基
づいて推奨された歌のオンラインデータベースから決定されてもよい。ユーザがバイオセ
ンサと相互作用すると、音楽アプリケーション３０３は、処理された生体信号データを用
いて、ユーザの構成した設定および検出された生体信号データに基づいて再生すべき１ま
たは複数の次の歌を、特定の心拍数目標範囲、活動時間の長さ、音楽のジャンル、および
／または、その他の性質または基準に合うように選択する。
【００２８】
　図４は、いくつかの実施形態に従って、携帯デバイス通信の受信側が着信音（例えば、
またはその他の呼び出し信号）としてユーザの心拍を用いることを可能にする動的ソーシ
ャルアプリケーションを示す。具体的には、図４は、電話をかける、携帯メールを送る、
または、その他の形態の携帯デバイス間通信を実行する前に、ユーザの心拍数および／ま
たはその他の生体信号を取得し、発信側の脈拍数またはその他の生体信号に基づいて受信
側携帯デバイスの着信音（例えば、またはその他の呼び出し信号）を変更する動的ソーシ
ャルアプリケーションを示す。例えば、発信側は、携帯デバイスのバイオセンサと相互作
用して脈拍を記録することができる。このデータは、必要であれば、後に電話をかける時
に利用できるように携帯デバイスにローカルに保存できる。次いで、ユーザは、携帯デバ
イス４０１から電話をかけることができ、ユーザの脈拍情報がアプリケーションサーバ４
０２に送信されうる。電話の受信側が脈拍情報を処理できる動的ソーシャルアプリケーシ
ョンを有する場合、脈拍情報は、アプリケーションサーバ４０２から携帯デバイス４０３
に送信され、脈拍に基づいてデフォルトの着信音（例えば、またはその他の呼び出し信号
）を変更して発信側の人の脈の音を再生するか、または、着信側のユーザの携帯デバイス
４０３で示される別の所望の効果を引き起こすことができる。電話の受信側は、自身の脈
拍データを発信側に送り返すよう選択することもできる。
【００２９】
　いくつかの実施形態において、動的ソーシャルアプリケーションは、処理済みの生体信
号を用いて動的ソーシャルアプリケーションを実行することを含み、動的ソーシャルアプ
リケーションは、第１のユーザに関する処理済みの生体信号を、第２のユーザ（例えば、
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第２のユーザは、友人関係、家族関係、同僚関係、および／または、医療関係すなわち医
師と患者の関係など、第１のユーザとの社会的関係を有する。）と共有することを含む。
いくつかの実施形態において、処理済みの生体信号は、第１のユーザに関係するユーザの
グループ（例えば、友人、家族、同僚、および／または、医療従事者のグループ）と共有
される。いくつかの実施形態において、処理済みの生体信号は、データベース、アプリケ
ーション、または、別のデバイス（例えば、第１のユーザと関係する１または複数の他の
ユーザによってアクセス可能なデバイス）などのエンティティと共有される。いくつかの
実施形態では、他者が、通信ネットワーク（例えば、インターネット、携帯電話ネットワ
ーク、ならびに、その他の有線および／または無線ネットワーク）を介して、携帯デバイ
スで生体信号をリアルタイムまたは擬似リアルタイムで監視することができる。例えば、
本明細書に記載の様々な技術は、ユーザの身体的、生理的、および／または、心理的（例
えば、認知および感情的）状態をチェックするために利用可能である（例えば、生体信号
が特定の閾値または正常範囲を超える場合に、ユーザまたは指定された第三者（家族の連
絡先、友人、および／または、医師などの医療連絡先）に警告を送ることができる）。
【００３０】
　いくつかの実施形態では、生体信号が、個人を識別するために用いられる。例えば、処
理された生体信号は、携帯デバイスを利用するための生体認証セキュリティチェックとし
て、携帯デバイスに関連付けられたユーザを照合するために利用可能である（例えば、パ
スワードまたは指紋と同様にＥＣＧおよび／またはＥＥＧ信号を別のセキュリティ手段と
して用いて、携帯デバイスの所有者など、携帯デバイスを利用すること認められたユーザ
を照合することができる）。
【００３１】
　図５は、いくつかの実施形態に従って、生体信号データを用いるアプリケーションのフ
ローチャートを示す。工程５０２で、処理された生体信号が受信される。工程５０４で、
処理された生体信号を用いるアプリケーションが実行される。
【００３２】
　図６は、いくつかの実施形態に従って、生体信号データを用いるアプリケーションの別
のフローチャートを示す。工程６０２で、生体信号が、（例えば、バイオセンサを用いて
）検出される。工程６０４で、生体信号は、処理および／または格納するためにサーバに
送信される。工程６０６で、処理された生体信号が受信される。工程６０８で、アプリケ
ーションが、処理された生体信号を用いて実行される。
【００３３】
　図７は、いくつかの実施形態に従って、複数のユーザ由来の生体信号データを用いるア
プリケーションのフローチャートを示している。工程７０２で、複数のユーザ由来の生体
信号が受信される。工程７０４で、複数のユーザ由来の生体信号は処理される。工程７０
６で、複数のユーザ由来の処理された生体信号を用いてアプリケーションが実行される。
【００３４】
　ここで述べるように、様々な他の生体信号ベースの携帯デバイスアプリケーションが、
本明細書に記載の様々な技術を用いて提供されうる。例えば、生産、娯楽、ソーシャルネ
ットワーク、広告の掲載およびターゲティング、ならびに／もしくは、様々なその他のタ
イプの用途など、広範囲の新たな用途を支援するために、様々なタイプの携帯デバイス、
様々な組み合わせの生体信号センサ、ならびに、様々な形態の生体信号データを入力値と
して用いることができる様々なタイプのアプリケーションおよび／またはサービスを提供
することが可能である。
【００３５】
　上述の実施形態は、理解しやすいようにいくぶん詳しく説明されているが、本発明は、
提供された詳細事項に限定されるものではない。本発明を実施する多くの代替方法が存在
する。開示された実施形態は、例示であり、限定を意図するものではない。
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